
Ｑ2-2 土壌の保水力の大きさはどのくらいですか（土壌の保水力） 

 
土壌の保水力（保水容量）は、［土壌の厚さ］×［毛管孔隙量］で表します（Q2-2）。土壌の厚さ

は、火山灰を母材とする土壌は、花崗岩や堆積岩を母材とする土壌よりも際だって厚いこと、斜

面下部に分布する適潤性・湿性土壌は、斜面上部に分布する乾性土壌より厚いとことなどによっ

て、土壌の母材（地質）や土壌型によって異なります。日本各地で土壌の厚さを比較したところ、

火山灰を母材とする土壌で約 ２ ｍ、深成岩・堆積岩・変成岩を母材とする土壌で約 １ ｍとなり

ました。 
一方、毛管孔隙量は、母材や土壌型に係わらず土壌１㎥当たり 0.05～0.15 m3 （5～15％）と

いう測定結果があります。 
流域の土壌の保水力は、火山灰や花崗岩を母材とする流域では101～172 mmであるのに対

し、その他の岩石を母材とする流域では 21～108 mm で、土壌の保水力は火山灰や花崗岩を

母材とする森林土壌で大きいことが分かります（図１）。この結果からも、火山灰を母材とする森

林土壌は、土壌の保水力が大きいといえます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 流域の土壌の保水力（母材別） 
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